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FM進化論 DX・SX・そして未来へ

はじめに

　従来、企業活動の成果は売上、利益などの財務情

報により評価されてきたが、脱炭素化や人権尊重、ダ

イバーシティ＆インクルージョンといった非財務情報

の企業価値評価における重要性が高まり、開示基準

の制定や開示の義務化の動きが出ている。

インパクト加重会計（IWA）

　非財務情報を財務諸表に反映させるアプローチの

ひとつとして「インパクト加重会計（IWA）」が注目さ

れている。インパクト加重会計は「損益計算書や貸借

対照表などの財務諸表に記載される項目で、従業員、

顧客、環境、より広い社会に対する企業の正と負のイ

ンパクトを反映させることにより、財務の健全性と業

績を補足するために追加されるもの」である。投資家

や経営者が、自社の利益や損失だけでなく、企業が

社会や環境に与える広範なインパクトに基づいて、十

分な情報を得た上で意思決定を行うことができるよう

な統合的な業績を示すことを目指している。

　日本企業では、エーザイが非財務資本とエクイティ・

スプレッド（ROE- 株主資本コスト）の同期化モデル

（ROESG モデル）を提唱している。第一生命は中長

期的な投資リターンの獲得と社会課題解決を両立する

ため、ESG 投資としての不動産については不動産リス

クプレミアムをマイナスレートとしている。

FM 財務評価への影響

　気候変動への取り組みを考慮した場合の FM 財務

評価への影響は以下の通りである。

（1）ファシリティコスト評価　単にコストを低減するだ

けでなく、グリーン製品やフェアトレード製品の優

先選択など、環境に配慮した資材を調達する姿勢

も必要になる。

（2）施設資産評価　施設資産のポートフォリオを時間

軸で分析し、LCM の視点から適切な建物とする戦

略を採用する。

（3）施設投資評価　建築環境認証の取得と収益の比

較評価など、FM の視点から投資効果の高い選択

肢の評価を行うことが求められる。

（4）ライフサイクルコスト評価　保守性の良いシステ

ムや機器の採用によるランニングコストの低減や、

炭素税の導入を想定した CO2 排出量の削減を評

価する、などが求められる。

非財務情報開示と FM 財務

　中・長期的な判断が求められる FM 財務評価では、

非財務情報を考慮した意思決定に貢献することが求

められるため、非財務情報開示やインパクト加重会

計を考慮した新たな FM 財務評価手法の開発が必要

になる。◀
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非財務情報開示と
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図表　非財務情報と財務情報　－インパクト加重会計（IWA）
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